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研究成果の概要： 
日本の大学教員に占める外国人の比率は欧米主要諸国に比較して極端に少なく、国際的に魅力あ

る大学の形成が、日本の直面する主要な政策課題となってきた。本研究は、従来その実態が明ら

かでなかった日本の外国人教員についての実態を量的に把握・分析し、専門分野や出身国・地域

によってその意識・行動に違いがあり、同時に、彼らが日本の大学の国際的魅力形成のための重

要なインフォーマットとして機能していることを示した。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 
国際的に魅力ある大学や大学院の形成、そし
て、日本の大学教育の質の国際的通用性の向
上は、近年日本の高等教育が直面している主
要な課題であった。このなかで、わが国の大

学教員に占める外国人教員の数は欧米先進
諸国と比較して極端に少なく、優秀な外国人
教員・研究者を日本が獲得する上で何が問題
であり、どのような方策が考えられるかにつ
いての錯綜した議論を整理し、その構造を解
明する必要があった。 
 



２．研究の目的 
 
 
本研究の目的は、日本で働く外国人研究者・
大学教員がそれぞれ直面する障碍や問題が、
量的にどの程度の広がりと重みを持ってい
るかを明らかにすることと、その上で将来に
向けたビジョンを提示することにあった。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 
研究の方法として、先行研究の整理、有識者
へのインタビュー調査、外国人および日本人
の大学教員に対する質問紙調査を中心に据
えた。 
国内外の有識者へのヒアリング調査は、それ

ぞれ、高等教育の国際化や評価・外国人雇用

の専門家であるJane Knight、Ellen Hazelko

rn、Thomas Weko、有道出人氏、Terri Kim氏

などに対して実施した。また、佐藤香氏、太

田浩氏、船守美穂氏、Roger Goodman氏、黄福

涛氏、斉藤聖子氏、芦沢真五氏、羽田貴史他、

多くの専門家の方に協力・連携をいただいた。 
 質問紙調査は、外国人教員数が比較的多い
34 の国公私立大学の日本人及び外国人のフ
ルタイムを主とする大学教員に対して、日英
二言語により実施した。特に、日本で働く外
国人大学教員への大規模調査は、本研究が始
めてであり、彼らのほぼ３分の１に対して、
調査票が配布された。 
 
 
 
４．研究成果 
 
 
本研究を通じて、このようにして、従来把握

されていなかった、日本の外国人大学教員の

国籍分布や専門分野の広がり、それによる意

識や行動の異同などが明らかになった。さら

に、外国人教員の意識や行動が、専門分野や

出身国・地域によって大きく異なること、日

本人の大学教員の間でも、日本の大学の国際

的魅力のとらえ方に違いがあること、さまざ

まなレベルで、大学・学術コミュニティへの

参加に対しての障壁が意識されていると同

時に、全体的には、現在実際に勤務している

外国人教員の間では、日本の大学が比較的魅

力があるととらえられていることなどが明

らかになった。今後のビジョンとしては、現

在働いている大学教員の考えや意見を重視

しながら日本の大学の独自性を活かした魅

力の要因を定期的に探索し、政策形成へと結

びつけていく体制作りの重要性が明らかに

なった。 
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